
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2022 年を迎えて  

重症心身障害児施設「ひだまり」施設長 井合瑞江 

明けましておめでとうございます。2年間があっという間のコロナ禍、重症心身障害児施設での

生活にも甚大な変化をもたらしました。抱っこや着替え、食事、おむつ交換など生活全般を他者に

ゆだねている子どもたち、そして大きな家族のように一つの建物内ですごします。「三密（密集・

密接・密閉）」特に密接回避ができない現場で、持ち込まない・拡げない、ために病棟よりも制限

のある生活となりました。（（）内は時期による変更）外来者入棟禁止、外出外泊禁止（病院内散歩、

病院外散歩、ドライブ外出）、部屋別行動、スタッフや学校も部屋別、面会禁止（公共交通機関使

用の場合は禁止、防護具を装備して個室で家族面会 15 分、60 分）、スカイプでのオンライン面会

の導入など。重症児施設でのクラスター発生が全国で報告されましたが幸い当施設での発生は免

れています。職員は日常生活における行動・体調管理に従来以上の意識をもち、複雑化した業務に

も誠心誠意のぞんでいます。一時はボランティアさんも入棟禁止でお庭が荒れ放題、衣類整理な

ど・・・あたり前でないことを知る機会となりました。 

 一方、集団やお出かけができない経験は、一人ひとりじっくり取り組む療育、今までとは異なる

すごし方への気づきを与えてくれました。オンラインでのイベント開催にも加藤コーディネータ

ーはじめご協力くださり、毎回工夫を重ねてバージョンアップ中です。子どもたちの変化に小児

科医として日々感じてきた「どのような状況でも、子どもたちは経験を力として成長していく」こ

とを改めて実感しています。         

私自身、日に日に新しいことをする孫の

姿に「シナプスがつながった」とか興奮ぎ

みに「すごいね～」を連発して、発達とい

うしくみのすごさに感動してエネルギー

をもらっています。病気への対応が優先さ

れ、病気ばかりを“みて”しまいやすい乳

幼児期（あるいは発症初期）、ご家族の不

安は大きくて心細い中で本人の成長・笑顔

はご家族の大きな力の元となり、伴走する

私たちも励まされていると思われます。 
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 子どもの発達はすばらしい、そして どのような子どもにもその可能性があることを改めて教

えてもらっていると感じます。この可能性を大切に育てていける世の中にしていきたい と思う

年始めでした。 

オミクロン株によって制限が再び強まる勢いですが、温かなセンターの環境や空気を作ってく

ださっているボランティアの皆様方、センターに関わる様々な方々、今年もどうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

ぽぽんた通信㊹                きくちゃん 
 12月 4 週目は年内最後のぽぽんた活動日だ。この日は活動の後、納会をするのだが今年もまだ

できない。さて、今年のぽぽんたは躍進の年でもあった。 

① Ｚｏｏｍミーティングを 6 月から始めた。リーダーが主催者になり、毎月第一水曜日に行っ

た。遠方の人もセンターに向かえない人も参加でき皆の意見が聞けてとても良い。加藤コーデ

ィネーターと三木代表も参加してくれたのでセンターの様子が正しく伝わったと思う。 

② Ｚｏｏｍおはなし会を 9 月から始めて、15 回のおはなし会を病棟に届けた。ＰＣやスマホで

撮影して、それを病棟のアイパッドに繋ぐ、一家族ずつのおはなし会だ。演者は何度も練習し

時間を計り、本番に臨む。今年の ぽぽんたクリスマスプレゼントは おはなし会ＤＶＤ を

各病棟に贈った。とっても楽しいものが出来た。Ｚｏｏｍおはなし会の成果かな？ 

③ 病棟への本の貸し出しが 6月から再開した。     

月 2 回 隔週の水曜日 8 箇所の病棟に選書 消毒済の本をとどけた。   

 

12 月の活動報告 

1. オレンジクラブの皆さんからのプレゼント 

➀ 病棟の患者さんやきょうだい児の皆さんに 600 個のプレゼント付きサンタクロースのクリス

マスカードを届けました。きょうだい預かりの皆さんたちが在宅活動などで作成しました。 

 

 

 

 

 

 

② お話会ぽぽんたの皆さんから「クリスマスお話会 DVD」病棟へプレゼント。 
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②お話会ぽぽんたさんから、病棟へ「お話会 DVD」をプレゼント 

 

③ 手作りグループの皆さんは、コロナ禍で頑張っている看護師の皆さんにプレゼントしました。 

  

2. サンタクロースの訪問3密避けて窓越しで訪問。たくさんプレゼント頂きました。 

 

 

難病ネットのサンタ

クロースは、肢体不

自由施設では、施設

の外から訪問しまし

た。 

 
月曜 

ぽぽんたメンバーで 

DVD作成の為、お話する人・撮

影係・編集係･包装係、全員主役！ 

 
病棟のお子さんたちはたのしみ

ましたか？ 

ボランティア室前、さあ出発。（左） 

肢体施設の看護科長と（下） 

 

 
➀難 
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① Sons of Hawaii（サンズオブハワイ）横田基地の皆さん 職員の皆さんへもたくさんプレゼ

ントを頂きました。センター総長（右から 3番目）と病院長（右から 2番目）と一緒です。

 

② 厚木基地からライアンさんとサンタクロースの皆さんオレンジクラブの武澤さんも（右端） 

写真右は、クリーン病棟での面会通路で電話で『Merry Christmas!』 

  

3. クリスマスコンサート斎藤守也さん（NICU・重心施設ひだまり・総合待合） 
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1 月ボランティア活動予定 

 
 
 

ボランティアニュースをお読みの皆様 

オレンジクラブのブログもぜひご覧下さい。 

https://blog.kcmcvolunteer.com/ 

 

 

２月以降の予定 

（新型コロナの感染状況及び対策内容により、変更になる可能性があります。） 

２月７日（月）オンライン ボランティア調整会議 

３月７日（月）ボランティア運営会議 

 

３日（月） ４日（火） ５日（水） ６日（木） ７日（金） 

     

１０日（月） １１日（火） １２日（水） １３日（木） １４日（金） 

オンライン 

ひだまり SHJ 

 

 

縫製 

 

SOC しゅんさくさん

オンライン 5西 
 

１７日（月） １８日（火） １９日（水） ２０日（木） ２１日（金） 

つるし雛 

外来ミーティング 

 

 縫製 

フットサルリボン

オンライン教室 

5 西・クリーン 

 ぽぽんた肢体オン

ライン 

2４日（月） ２５日（火） 26 日（水） 27日（木） 28日（（金） 

  作業 SOCしゅんさくさ

んオンライン 

SHJひだまり 

 

月～金曜日 外来活動 

毎週火曜日 園芸（屋上・重心施設・正面玄関） 

毎週月・水・金曜日 11：00～14：00 患者図書活動 

毎週水曜日 14：00,14：30,15：30「ぽぽんた」 

毎週 ZOOMでのお話会 

第 2第 4水曜日 「ぽぽんた」病棟の本の貸し出し 

毎週火曜日 高野さんのピアノ演奏 

毎週火・金 きょうだい預かり作業 重心作業 

月 1～2 回 フラワーアレンジメント 5ヵ所 

＊1月 2９日（土）つるし雛飾り 

 
今年も宜しくお願い致します。 

29 日（土）つるし飾

り 

 

 


